
原子力委員会 ８月２９日（木） 

 福島県におけるリスクコミュニケーションの課題について 

 
                        福島民友新聞社編集局 
                        報道部長  小野広司 

 
１． 国への信頼は なぜ回復しないか 

  ・求められるスピード感と当事者意識 
  ・汚染水問題と中間貯蔵施設にみる国側の姿勢 

 
２． マイナスからのスタート 
     ・原子力の安全性喧伝と事故後の反動 
     ・見えない国の姿 

 
３． 目に見えない不安が分断と不信をうむ原子力災害 

      
４． 丁寧な説明とは 

 
 
 
                   ※福島民友新聞社 
                     １８９５（明治２８）年創刊 
                     福島県全域ほか山形、仙台、首

都圏などへの避難者向けも 
                     発行部数１８万８千部 
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